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＜連絡事項＞

・6/18(金)9：30～昼頃まで、エレベータの定期点検があります。
・キーボードカバーとクイックルワイパー(本体・取替シート)が届いています。活用して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・沼山　真紀子様～就労支援事業所「あるふぁ」の体験利用から帰院しています。初回訪問　6/29(火)14時となり、以降毎週火曜日　14時からとなっています。
・角　穂並様～ピア三沢織笠氏より、外泊を終え、担当医の意向を聞きたいと連絡があり、自宅退院に向け進めるよう指示があった事を伝えています。

・久保　興介様～母様より、手の付いたお菓子、飲み物4本、歯磨き粉、鏡（アクリル）、スマホスタンド等届いており、本人へ渡しています。

・四戸　水晶様～父様より、ボディソープ、シャンプー、ペットボトル（水500ｍｌ）2本届いており、本人へ渡しています。内服薬(ゾルミトリプタン)あり。担当医へ確認し、頭痛時(本人訴え時)　ゾルミトリプタン(2.5)1Ｔ　1日2回まで　8時間以上あけて服用可の指示をいただいています。

＜要注目患者様＞
・井上　和美様～就床前薬服用後から嗜好品の要求頻回で、説明にも納得せず、スタッフへ詰め寄っている。再三の説明にて自室へ戻るが、消灯後から電気を点けて私物をベッドから床まで散乱するなどの迷惑みられています。深夜交代時には休んでいますが、3時には覚醒されています。日中、スタッフ介入で身辺整理を行っており、不満の訴えや不機嫌さはみられていません。作業にも参加できています。
・飯田　修子様～日中、眠気の訴え作業は途中で早退しています。幻聴やイライラはなく、他者との交流もみられています。話しかけの多さもなく、落ち着いて過ごす事ができています。
＜安ヶ平Dr診察情報＞

・長谷川　陽一様～6/7の採血データ、HBA1c 6.9％、血糖値77㎎/dl。→食事形態変更について、もう少し、様子をみましょうと主治医より説明受け了解しているが、普通食に早く戻して欲しいと訴えています。現在vds21時に内服守れているが、夜間中途覚醒あることを、本人とスタッフから主治医に報告。日中はちょっと眠気あるけど、夜中の眠りが足りないからですと。来週の定期薬よりハルシオン（0.25）1Tを16日から追加処方となる。

・上村　みわ様～歩けなくなった。右大腿部がズキンズキンとすると話すが、スミルスティック等の塗り薬は拒否しています。
・中川原　義雄様～フェルビナクスチック2本処方となっています。
＜馬渡Dr診察情報＞
・戸賀沢　潔様～病棟で悪いことはしていないかとの問いには「してない」と答える。病棟でのルールは変わらず、守れていない事を担当医へ伝えている。本人より検査データが知りたいと訴えあり、担当医より説明受けている。ＨｂＡ１ｃは前回と変わりないが、電解質値は変わらず悪化していると伝えている。腰痛があるとの事で、フェルビナクスチック１本処方となっている。
・伊藤　雄一様～調子は良い、食事も摂取でき、睡眠もとれていると話している。臨時薬同内容で７日分処方となる。
・原　吉郎様～腹痛は時折あるとの事であるが、頓服薬は服用していない。他不調なく、病棟でも変わりなく過ごしていると話している。臨時薬同内容で７日分処方となる。
＜皮膚科診察＞

・十日市　利喜様～処置終了となっています。

・畑中　成夫様～ゲンタマイシン軟膏1本処方となっています。
・出河　攻様～デルモゾールＤｐ軟膏1本、テルビナフィン塩酸塩外用液1本処方となっています。
